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甲
賀
市
で
は
法
改
正
以
前
よ
り
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
と

の
連
携
は
密
に
し
て
き
ま
し
た
が
、「
総
合
教
育
会
議
」
と
い

う
新
た
な
枠
組
み
の
も
と
、
公
開
の
場
で
市
長
と
教
育
委
員
会

が
教
育
施
策
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
力
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
闊か

っ

達た
つ

な
議
論
を
交
わ
す
こ
と
で
、
よ
り
良
い
教
育
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
、
教
育
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
を
互
い
に
共
有
し
な
が
ら
協
議
・
調
整
し
、
一
体

と
な
っ
て
本
市
の
め
ざ
す
教
育
行
政
の
推
進
に
あ
た
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
教
育
行
政
の
執
行
権
限
は
教
育
委
員
会
に
保
留
さ
れ
ま
す
が
、
市
長
部
局
も
教
育
委
員
会

も
、
め
ざ
す
べ
き
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
市
民
皆
さ
ま
が
生せ

い

活か
つ

感か
ん

幸こ
う

を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
で
す
。
こ
の
ほ
ど
策
定
し
た

教
育
大
綱
に
定
め
る
有
徳
の
ひ
と
づ
く
り
に
向
け
て
、
新
し
い
制
度
の
実
行
性
あ
る
活
用
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
総
合
教
育
会
議
の
設
置

　
今
ま
で
、
教
育
行
政
の
執
行
は
、
市
長

と
教
育
委
員
会
と
で
役
割
が
分
担
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
法
改
正
で
は
、
両
者

が
対
等
に
協
議
・
調
整
を
行
う
も
の
と
し

て
市
長
が
招
集
す
る
「
総
合
教
育
会
議
」

と
い
う
「
場
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
①
大
綱
の
策
定
、
②
教
育

の
条
件
整
備
な
ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施

策
、
③
児
童
生
徒
の
生
命
・
身
体
の
保
護

等
緊
急
の
場
合
に
講
ず
べ
き
措
置
を
検
討

す
る
こ
と
と
さ
れ
、
民
意
を
反
映
し
た
自

治
体
の
ト
ッ
プ
と
教
育
行
政
を
執
行
す
る

教
育
委
員
会
と
の
調
整
や
連
携
が
図
ら
れ

ま
す
。

　
例
え
ば
、
学
校
で
の
い
じ
め
問
題
が
発

生
し
た
と
き
な
ど
は
、
教
育
委
員
会
だ

け
で
な
く
市
長
部
局
も
一
緒
に
な
っ
て
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
判
断
と
対
応
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
等
の
施
設
の
整

備
や
福
祉
部
局
と
連
携
し
た
総
合
的
な
子

　
本
大
綱
は
、
地
域
・
学
校
・
行
政
が
連
携
を
強
め
な
が
ら
「
人
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
参
画
し
、
行
動
で
き
る

有
徳
の
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人　
自
然　
輝

き
続
け
る　
あ
い
甲
賀
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基

づ
き
策
定
し
ま
し
た
。
大
綱
は
「
教
育
方
針
」、「
教
育
目
標
」
お
よ
び
「
教
育
施

策
の
柱
」
の
３
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
「
教
育
方
針
」　
た
く
ま
し
い
心
身
と
郷
土
へ
の
誇
り
を
も
つ
人
を
育
て
る

２
「
教
育
目
標
」

　
教
育
目
標
１　
と
も
に
学
び　
と
も
に
育
つ

　
教
育
目
標
２　
読
書
と
体
験
を
と
お
し
て
豊
か
な
心
を
育
む

　
教
育
目
標
３　
世
界
を
見
据
え
、
魅
力
あ
る
地
域
の
人
を
育
て
、
モ
ノ
を
活
か
す

３
「
教
育
施
策
の
柱
」

　
◦
家
庭
教
育　
◦
就
学
前
教
育　
◦
学
校
教
育　
◦
社
会
教
育

　
◦
歴
史
、
文
化
財
保
護
お
よ
び
文
化
振
興　
◦
道
徳
教
育　
◦
防
災
・
安
全
教
育
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～　　 　のひとづくりをめざす～有徳
甲賀市総合教育会議

　
市
役
所
に
行
っ
た
と
き
、
な
ぜ
教
育
行
政
分
野
だ
け
「
教
育
委
員
会
事
務
局
」
と
さ

れ
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
施
策
を
展
開
す

る
執
行
機
関
で
す
。
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
立
公
正
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
市
長
へ
の
権
限
が
集
中
し
な
い
よ
う
、
中
立
的
・
専
門
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
や
教
育
課
題
が
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
の

制
度
に
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
春
関
係
法
が
改
正
さ
れ
、
市
長
も
教

育
行
政
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

甲賀市教育大綱の基本は「有徳のひとづくり」

育
て
支
援
等
に
つ
い
て
協
議
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

■
教
育
大
綱
の
策
定

　
大
綱
と
は
、
教
育
の
目
標
や
施
策
の
根

本
的
な
方
針
の
こ
と
で
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
市
長
と
教
育
委
員
会
が
協
議
の

上
、
市
長
が
策
定
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
、

こ
の
度
甲
賀
市
教
育
大
綱
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
住
民
の
意
向
の

よ
り
一
層
の
反
映
と
教
育
施
策
の
総
合
的

な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市長
教育長 教育委員長

教育委員
教育委員

意見聴取者

教育委員

総合教育会議

　甲賀市図書館では、雑誌コーナーの充実
を図ることを目的として、10月 1日から雑
誌スポンサー制度を始めます。
　雑誌は、図書館の中でも回転率・利用率の高
い資料で、多くの人が利用しており、民間事業
者などが社名や商品を宣伝するのに大変有効で
す。多くの人の目にとまる図書館の雑誌を、新
たな広告媒体として活用しませんか。
　詳しくは、甲賀市図書館ホームページまたは
各図書館へお問い合わせください。

対象
　企業、個人事業者、団体、個人

広告掲載期間
　スポンサーに決定した翌月から当該年度末（3
月31日）まで

広告掲載雑誌
　対象雑誌リストより選択（先着順）

費用
　雑誌の購入代金

募集期間
　10月1日から随時

申込方法
　所定の申込書（市内各図書館にて配布）に、
必要事項を記入の上、持参または郵送してくだ
さい。申込書は甲賀市図書館ホームページから
もダウンロードできます。

甲賀市図書館
雑誌スポンサー募集中

▲広告掲載イメージ

この雑誌は
雑誌スポンサー制度により
寄贈していただきました。

提供  ○○○○○ 様

この雑誌は
雑誌スポンサー制度により
寄贈していただきました。

提供  ○○○○○ 様

甲賀市長

中
なか

嶋
じま

武
たけ

嗣
し

総
合
教
育
会
議
へ
の
期
待
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セーフコミュニティ
こうか みんなでつくる安心安全なまち

箇
所
に
赤
い
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
そ

の
理
由
を
書
き
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
学
習
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を

下
級
生
に
伝
え
る
な
ど
、
マ
ッ
プ

作
成
を
通
じ
て
危
険
箇
所
の
情
報

を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子ども
の安全

子どもたちを、守る
　子どもは地域の宝です。しかし、昨今、子どもが巻き込まれる痛ましい出来事
が全国的に多く報じられ、それは交通事故、ネットトラブル等、多岐にわたります。
　セーフコミュニティでは、子どもの安全をテーマに「子どもの安全対策委員会」
を設置し、対策に取り組んでいます。

　
市
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
「
事
故
や
け
が

は
予
防
で
き
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
科
学
的
な
予
防
対
策
と

ま
ち
ぐ
る
み
の
連
携
に
よ
っ
て
事
故
や
け
が
を
防
い
で
い
こ
う
と
す
る

世
界
基
準
の
取
り
組
み
で
、
今
年
の
秋
の
認
証
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
や
課
題
に
基
づ
い
て
、
優
先
し
て
取
り
組
む
テ
ー
マ

を
5
つ
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
委
員
会
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
総
が
か
り
で
、

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ご
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
情
報
端
末

機
器
利
用
時
の
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
率
や
家
庭
で

の
ル
ー
ル
策
定
率
の
向

上
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
従
来

か
ら
の
P
T
A

に
よ
る
研
修
の

充
実
に
加
え

て
、
モ
デ
ル
学

区
住
民
を
対
象

に
「
情
報
端
末

機
器
に
か
か
る

安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
、
市

民
へ
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
０
～
４
歳
児
の
家

庭
内
で
の
事
故
が

多
い
と
い
う
デ
ー
タ

か
ら
家
庭
内
で
の

ケ
ガ
を
防
ぐ
た
め

に
「
お
う
ち
の
中
の

危
険
箇
所
・
事
故

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
、

自
然
体
験
を
伴
う
活
動
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
自
然
体
験
活
動
で
は

ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
る
と
、
骨

折
を
は
じ
め
と
す
る
大
ケ
ガ
や
、

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
安
全
対

策
委
員
会
で
は
、
地
域
や
団
体
に

お
い
て
、
安
心
安
全
に
自
然
体
験

活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
、
実
施
状
況
の
調
査
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
「
青
少
年
の
自
然
体
験
活

動
に
お
け
る
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
基
に
し
た
自
然
体
験
活
動

予
防
チ
ェッ
ク
」
を
作
成
し
、
市
内

の
園
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

通
し
て
１
０
０
０
世
帯
に
配
布
し
、

啓
発
を
し
ま
し
た
。
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
を
配
布
し
た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
『
今
ま
で
に
自

宅
内
で
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
』
と

い
う
問
い
に

は
91
％
の
方

が
「
あ
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
使
い
、
予

防
対
策
を
行

う
こ
と
で
、
事

故
が
減
少
す

る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

５つのテーマ
自 殺 の 予 防

交 通 安 全

子どもの安全

高齢者の安全

災害被害の防止

　
市
内
で
は
小
中
高
生
に
よ
る
自

転
車
事
故
の
割
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
交
通
安
全
意
識
や
自
転
車

の
安
全
技
術
を
高
め
、
地
域
の
危

険
箇
所
の
認
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
自
転
車
安
全
教
室
や
地
域
で

の
交
通
安
全
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
中
学
１
年
生
を
対
象
と

し
た
自
転
車
通
学
路
体
験
事

業
で
は
参
加
し
た
児
童
が
、

地
域
の
通
学
路
を
走
行
し
、

安
全
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と

も
に
交
差
点
な
ど
の
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
安
全
な
通
学

に
備
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
マ
ッ
プ
作

成
で
は
、
小
学
５・６
年
生
が

登
校
班
別
に
危
険
だ
と
思
う

　
希
望
ケ
丘
学
区
講
習
会
参
加
者

の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
情

報
端
末
機
器
を
買
い
与
え
る
こ
と

に
つ
い
て
、
危
機
意
識
が
高
ま
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

指
導
者
等
研
修
会
へ
の
参
加
団
体

か
ら
、
実
施
状
況
や
事
故
の
有
無

な
ど
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
中
か

ら
得
ら
れ
た
気
づ
き
を
今
後
に
つ

な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

自
転
車
安
全
教
室
・
交
通
安
全
マッ
プ
作
成

自
然
体
験
活
動
の
安
全
な
実
施

ネットトラブルを防ぐ研修の実施

安全対策の啓発、子育てサロン新設への
働きかけ、子育て情報の発信

取
組
①

取
組
④

取組③

取組②

　家の中で子
どもにとって危
険なところは気
を配っていたつ

もりでしたが、それ以外にもまだ
まだ危険箇所があることに驚きま
した。
　事故やけがを未然に防ぐとい
う、セーフコミュニティの考えは
素晴らしいと思います。私は母親
として、「子どもの安全」が最も
身近ですが、同じように５つのテー
マにおいて、みんなで取り組めれ
ばいいと思います。

　これまで何
度も活動してき
た場所は下見
を疎かにしがち
です。
　セーフコミュニティの取り組み
である自然体験活動指導者研修
を受講し、そこで学んだ「直前に
行う下見」を実施しました。
　よく知っている活動場所であっ
ても注意すべき新たな発見があ
り、現在の状況を再確認できまし
た。未然に事故やけがを予防し、
安全にプログラムを実施する手が
かりが増えたことを実感しました。

「おうちの中の危険箇所」啓発を受けた
藤
ふ じ

井
い

真
ま

奈
な

美
み

さん

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
２‐１
８
０
５
／

６
３‐４
６
１
９

安心安全に健やかに育ってほしい

▲「おうちの中の危険箇所・事故予防チェック」

▲自転車通学路体験をする新中学１年生▲情報端末機器にかかる安全講習会の様子

▲自然体験活動指導者等研修会の様子

自然体験活動指導者研修を受けた
甲賀第１団ボーイスカウト隊隊長

森
も り

口
ぐ ち

充
みちる

さん

認証取得に向けた現地審査の期日が１０月２１日（水）・２２日（木）に確定しました。
※詳細は１０月１５日号でお知らせします。
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問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
８
６‐８
０
２
１
／

８
６‐８
３
８
０

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
応
援
課　
子
育
て
支
援
係

☎
８
６‐８
４
２
３
／

８
６‐８
０
２
９

　
20
歳
の
成
人
式
か
ら
半
世
紀
、
70
歳
を

迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ま
を
中
心
に
、
再
会
を

喜
び
、
ま
す
ま
す
元
気
で
、
身
近
な
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
や
後
輩
の
育
成
・
指
導
に

活
躍
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
よ
り
充

実
し
た
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
こ
と
を
確

か
め
合
う
機
会
と
し
て
「
こ
う
か
盛
人
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
記
念
講
演
に
は
女
優
、
音お

と

無な
し

美み

紀き

子こ

さ

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
女
優
、
母
親
と

し
て
、
自
ら
の
体
験
談
を
中
心
に
家
族
と

の
関
わ
り
方
や
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、

お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
地
域
で
活
動
す
る
子
育
て
関
係
団

体
の
み
な
さ
ん
が
、
子
育
て
を
テ
ー

マ
に
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
複
数
の
団
体
で
実
施
さ
れ

る
、
子
育
て
支
援
に
関
し
て
の
情
報

発
信
や
講
演
会
、
交
流
会
な
ど
の
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

 

対
象
と
な
る
団
体 

　
市
内
で
活
動
す
る
子
育
て
関
係
団
体

 

支
援
内
容 

　
対
象
団
体
が
複
数
で
、
子
育
て
を

テ
ー
マ
に
実
施
す
る
事
業
に
か
か
る
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
募
集
期
間
や
助
成
の
額
、
応
募
の
条

件
、
方
法
等
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
時
：
11
月
18
日（
水
）13
時
～�

（
12
時
～　

ホ
ワ
イ
エ
・
ロ
ビ
ー
で

作
品
展
等
を
行
い
ま
す
。）

場
所
：
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

主
催
：「
こ
う
か
盛
人
の
つ
ど
い
」
実
行
委

員
会
・
甲
賀
市
・
甲
賀
市
教
育
委
員
会

こ
う
か
盛せ

い

人じ
ん

の
つ
ど
い

�

開
催

「ふれあい交流会」の開催
ひとり親家庭ふれあい交流事業

平成27年度

　ひとり親家庭の皆さまが気軽に情報交換・相談でき
る交流会を実施します。
　楽しい企画を地域ごとや市全体で計画していますの
で、ぜひご参加ください。
地域 日時 内容 場所 申込締切
水
口

１０月３１日（土）
１０時～１４時３０分

子どもの森で自然
体験 みなくち子どもの森 10月１０日（土）

土
山

１１月８日（日）
９時３０分～１３時３０分

カレーづくり・あそ
びのひろば・アロ
マリフレッシュなど

土山開発センター 10月１６日（金）

甲
賀

１１月２９日（日）
１０時～１５時

ヨガでリフレッシュ・
お楽しみ劇場など

甲賀創建館
甲賀子育て支援センター １１月７日（土）

甲
南

１１月１日（日）
１０時～１４時３０分

乳搾り体験・親子
ゲームなど

成田ふれあい牧場
忍の里プララ １０月８日（木）

信
楽

１２月１２日（土）
１５時～１９時 クリスマスパーティ 信楽中央公民館 １１月２１日（土）

※市全体の交流会は詳しい内容が決まり次第おしらせします。
※参加には事前申し込みが必要です。
※�問い合わせ・申し込みは各地域の子育て支援センターまでお
願いします。

　孫とのかかわり方、子�
どもの安全などについ
て考えてみませんか？
　全３回シリーズで、３
回連続の受講も、単回
の受講も可能です。

第１回　１０月３１日（土）
「まずは笑顔で孫育て！〜自信を持って〜」
　時間／ 10：30～ 11：45
　場所／甲南図書交流館
第２回　１１月１７日（火）
「安全・安心　子育て基礎知識」
　時間／ 10：30～ 11：45
　場所／甲南庁舎２階　大会議室
第３回　１２月５日（土）
「子どもの力、すてきだね」
　時間／ 10：30～ 11：45
　場所／甲南図書交流館 
※�対象　市内在住の祖父母世代の方
※各回定員３０人。　※要申込・先着順

問い合わせ・申し込み

こども応援課　☎８６‐８４２３
水口子育て支援センター　☎６５‐５５１１
土山子育て支援センター　☎６６‐０３７５
甲賀子育て支援センター　☎８８‐８１１５
甲南子育て支援センター　☎８６‐０９４９
信楽子育て支援センター　☎８２‐２７９９

問い合わせ

こども未来課　☎８６‐８１７１／ ８６‐８３８０

▲手遊びを楽しむ参加者

「いきいき孫育て講座」開催

新
し
い
保
育
・
教
育
環
境
を
め
ざ
し
て
④

望
ま
し
い
幼
保
・
小
中
学
校
の
実
現
に
向
け
て
考
慮
す
べ
き
こ
と

シリーズ▼
幼
稚
園
・
保
育
園
の
規
模

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
周

り
の
人
へ
の
信
頼
感
を
育
て
な
が

ら
、
と
も
に
生
き
る
仲
間
と
の
関

係
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
就
学
前

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
一
定
規
模

の
集
団
が
必
要
で
す
。本
計
画
で
、

市
が
考
え
る
園
の
適
正
規
模
は
次

の
と
お
り
で
す
。

幼
稚
園
：
１
７
０
人
程
度

保
育
園
：
１
５
０
人
程
度

▼
小
規
模
な
園
へ
の
対
応

　
再
編
を
進
め
、
園
の
適
正
規
模

化
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
入
園
待
機
児
童
の
解
消

　
保
育
士
の
確
保
を
進
め
、
保
育

園
の
受
入
定
員
を
増
や
し
ま
す
。

▼�「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」へ
の

取
り
組
み

　
０
歳
か
ら
２
歳
児
を
対
象
に
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
保
育
を
行

う
場
を
確
保
す
る
取
り
組
み
（
家

庭
的
保
育
事
業
等
）を
進
め
ま
す
。

▼�

３
歳
未
満
児
の
自
園
給
食
の

完
全
実
施

　
自
園
調
理
に
よ
る
給
食
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

▼
公
立
園
の
配
置

　
各
町
に
ひ
と
つ
公
立
園
を
配
置

し
ま
す
。
配
置
し
た
公
立
園
は
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
施

設
、
特
別
支
援
な
ど
の
配
慮
や
適

切
な
対
応
を
必
要
と
す
る
保
育
・

教
育
、
研
修
・
研
究
機
関
と
し
て

の
役
割
を
担
い
ま
す
。

▼�

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
と
幼

稚
園
・
保
育
園
の
民
営
化

　
保
育
・
教
育
を
一
体
的
に
提
供

で
き
る
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
園
の
民
営
化

に
つ
い
て
検
討
し
、
公
立
園
・
私

立
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
市
全

体
の
保
育
・
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

▼
学
校
規
模

　

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学

力
を
身
に
つ
け
、
自
立
心
や
協
調
性

を
育
て
る
義
務
教
育
期
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
一
定
規
模
の
集
団
が

必
要
で
す
。
本
市
が
考
え
る
学
校

の
適
正
規
模
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆�

一
学
級
あ
た
り
の
児
童
・
生
徒

数
は
35
人
を
基
本
と
し
ま
す
。

◆
学
級
数
の
適
正
規
模

・
小
学
校
一
学
年
あ
た
り
２
～
３
学
級

・
中
学
校
一
学
年
あ
た
り
４
～
５
学
級

　

中
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
各
地
域
の
教
育
を
継
承
す
る

た
め
に
、
市
内
６
中
学
校
体
制
を

継
続
し
ま
す
。

▼
小
規
模
な
学
校
へ
の
対
応

　

学
校
の
適
正
規
模
化
に
取
り
組

み
、
各
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能

と
な
る
、
学
年
別
に
２
～
３
学
級
程

度
の
学
校
規
模
を
め
ざ
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園

小
学
校
・
中
学
校

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
内　
教
育
環
境
整
備
室　
☎
８
６‐８
１
４
８
／

８
６‐８
３
８
０

小学校
（児童数）

規模
（普通学級標準学級数）

中学校
（生徒数）

貴生川
（765） 24 大

規
模
校21 水口

（791）

17
適
正
規
模
校

甲南
（609）

希望ヶ丘
（521） 16

水口
（475） 14 城山

（495）
信楽
（288）

甲南第一
（351）

伴谷東
（369）

綾野
（401）

伴谷
（408） 12

大原
（230） 9

小
規
模
校

甲賀
（271）

信楽
（309）

柏木
（195） 7

甲南第二
（119）

佐山
（109）

油日
（189）

土山
（176）

大野
（136） 6

土山
（210）

小原
（71）

雲井
（110）

甲南中部
（177）
甲南第三
（41） 5 き

わ
め
て
小
規
模
の
学
校

朝宮
（30） 4

多羅尾
（7）

山内
（30） 3

鮎河
（0） 休校

身
近
な
地
域
で
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す

こ
う
か
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
事
業

▼
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り

　
再
編
の
取
り
組
み
は
、
単
に
学

校
の
適
正
規
模
化
を
め
ざ
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
力
問
題
や

生
徒
指
導
上
の
問
題
な
ど
、
今
、

学
校
が
抱
え
る
課
題
に
し
っ
か
り

と
対
応
し
、
甲
賀
の
子
ど
も
た
ち

が
将
来
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
育

つ
教
育
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
も

の
で
す
。

▼
安
全
な
通
学
手
段
の
確
保

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
視
野

に
入
れ
、
安
全
な
通
学
手
段
を
確

保
し
ま
す
。

▼「
小
中
一
貫
教
育
」の
導
入

　
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
義
務
教
育
９

年
間
の
連
続
・
一
貫
し
た
計
画
の

も
と
で
教
育
を
行
う
「
小
中
一
貫

教
育
」
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
、「
小
中
一
貫
教
育
」
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
９
年
間
を
通

じ
て
児
童
生
徒
の
育
ち
と
学
び
の

状
況
に
合
わ
せ
た
指
導
が
可
能
と

な
り
、
学
力
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
学
校
課
題
へ
の
よ
り
充
実
し
た

対
応
が
期
待
で
き
ま
す
。 ※児童生徒数には特別支援の人数を含みます。

※�普通学級標準学級数とは、１クラス４０人を限度として
国の定める基準で計算したものです。

　
今
回
は
、
市
が
考
え
る
「
社
会
に
挑
む　
夢
と
力
を
蓄
え
た　
中
３
生
！
」
を
育
て
る
た
め
の
方
策
を
、

幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
お
示
し
し
ま
す
。

【小学校・中学校の現状規模】� 平成２７年５月１日現在　単位：人
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問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　
都
市
計
画
係

☎
６
５‐０
７
１
９
／

６
３‐４
６
０
１

問い合わせ

生活環境課　廃棄物対策係
☎６５‐0690 ／ ６３‐4582

いい
情報交流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

5656ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

行政情報番組 きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

　小学生を対象にした学習情報番組を、あい
コムこうか１１チャンネルで放送しています。
　ぜひご覧ください。

コーナー名  
放映日 １０月３日～１０日 １０月１０日～１０月１７日

きらめき情報局 高齢者福祉サービス
（後編）

介護保険サービスに
ついて

くらしナビ 近世甲賀の起点
～水口岡山城～

甲賀市の地層
～火山灰～

エンディング 大野保育園
すみれぐみ

大野保育園
ひよこぐみ

放送日 ９月２８日～１０月４日 １０月５日～１０月１１日 １０月１２日～１０月１８日

①10分
１年生・国語①
わたしのはっけん
しらせたいな（作文）

２年生・生活①
町ではっけん

２年生・国語②
かん字のよみかた

②10分 ５年生・社会①
米作りのさかんな地域

３年生・算数①
わり算

４年生・算数②
わり算の筆算

③10分 ５年生・英語①
What is this？

４年生・理科①
電気のはたらき

６年生・社会①
室町遺跡と紫香楽宮

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　 （再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容が変更する場合があります。

　上野天神祭は、400年の歴史を誇り国指定重要
無形民俗文化財に指定されています。桃山～江戸
時代の作とされる能面をつけた百数十体の鬼行列
が城下町を練り歩き、九基のだんじりがお囃

はや

子
し

を
奏でながら巡行します。豪華絢爛で大変迫力があ
る様子を、ぜひご覧ください。
〇10月23日（金）：�宵

よい

宮
みや

祭
まつり

、宵山（提灯を灯しただ
んじりを展示）

〇10月24日（土）：�足
あし

揃
ぞろえ

の儀（鬼行列の練
れん

行
ぎょう

・だん
じり曳

えい

行
こう

）�
宵山（提灯を灯しただんじり曳行）

〇10月25日（日）：�本祭（神輿巡行・鬼行列の練
行・だんじり曳行）

�
※雨天時は内容を変更する場合があります。
※巡行時間など詳しくはお問い合わせください。
と こ ろ　�伊賀市街地
アクセス　�伊賀鉄道「上野市」駅下車すぐ
問 合 先　�上野天神祭地域振興実行委員会（上野商

工会議所内）　☎0595-21-0527

東海道関宿街道まつり 上野天神祭
～江戸時代にタイムスリップ～ ～鬼がひょろつき、だんじりが迫る～

亀山市 伊賀市

　
９
月
１
日
か
ら
10
日
を
「
屋
外
広
告
物

適
正
化
旬

じ
ゅ
ん

間か
ん

」と
し
て
県
内
で
一
斉
に「
屋

外
広
告
物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

①
屋
外
広
告
物
法
お
よ
び
条
例
の
普
及
啓
発

②
違
反
広
告
物
の
簡
易
除
却

③
違
反
広
告
物
の
是
正
取
組

　

当
市
で
は
、
９
月
４
日
、
管
理
さ
れ
て

い
な
い
屋
外
広
告
物
の
簡
易
除
却
作
業
と
、

道
路
の
不
法
占せ

ん

用よ
う

物
件
に
対
す
る
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
に
、
電
柱
や
柵
等
に
立
て
か
け
ら
れ

た
立
看
板
や
貼
札
な
ど
を
除
却
し
ま
し
た
。

　
公
共
的
物
件
や
交
通
安
全
施
設
、
電
柱

な
ど
に
は
、
た
と
え
短
い
期
間
で
あ
っ
て

も
、
原
則
、
立
看
板
や
貼
札
な
ど
の
広
告

物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、

市
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
れ

い
で
安
全
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

屋
外
広
告
物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

�

実
施
し
ま
し
た

１０月１日は浄化槽の日です
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を処理す
る施設です。微生物が元気に活動できるように環境を
保つ必要があります。そのため、浄化槽法により次の
ことが義務付けられていますので、適切な管理をお願
いします。

問い合わせ

下水道課　計画普及係　☎８６-８０１２／ ８６-８３９０

　廃棄物は定められたルールに従って適正
に処理しなければいけません。このルール
を無視して捨てることは、不法投棄となり、
犯罪です。違反者には、懲役、もしくは罰金、
またはその両方が科せられます。
■不法投棄している人を見かけたら
　地域の皆さまによる監視の目は非常に有
効な対策です。
　実際に不法投棄をしている現場を見かけら
れた際には、安易に近づかず、特徴や車輌
のナンバー、ごみの種類、場所を控え、速
やかに警察へ連絡をしてください。
■不法投棄しにくい環境づくり
　土地を守るのは所有者自身です。
・�草刈をこまめに行い、見通しのよい、きれ
いな環境を保ちましょう。
・�柵や鍵を付けて安易に立ち入れないように
しましょう。
・�定期的に見回りをしましょう。

１０月は滋賀県不法投棄防止強調月間

不法投棄は犯罪です

　東海道五十三次の47
番目の宿場町として栄
えた東海道関宿で、毎年
11月に行われる「東海
道関宿街道まつり」。
　国の重要伝統的建造
物群保存地区や日本の
道百選に選ばれた町並
みの中、大名行列を含む
宿場大行列や特産品の
販売など盛りだくさん
のイベントです。
�
と 　 き　�11月１日（日）９時30分～15時（雨天決行）
と こ ろ　旧東海道関宿の街道一帯
アクセス　JR関駅下車徒歩５分
問 合 先　�東海道関宿街道まつり実行委員会事務局

（市民文化部関支所観光振興室内）� �
☎0595-96-1215

保守点検（浄化槽法第10条）

　機器類の点検・調整や消毒剤の補給等を行うことで
異常や故障を早期に発見し、予防的な措置を講じるこ
とをいいます。家庭用合併浄化槽の場合は、４ケ月に
一回以上の保守点検が必要です。

清掃（浄化槽法第10条）

　浄化槽内に溜まった汚泥等を抜き取り、付属装置や
機器類の洗浄や清掃を行うことです。

法定検査（浄化槽法第７条・１１条）

　法定検査は、保守点検および清掃が適正に行われ、
継続して正常に機能しているかどうかを確認するために
毎年１回受検することが義務付けられています。

●
募
集
期
間�

　
10
月
１
日（
木
）～
10
月
30
日（
金
）

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方�

　

�　
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人

お
よ
び
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

●
推
進
計
画（
案
）の
公
表
場
所

　

�　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
財
政
課

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
、
旧
支

所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●
意
見
の
提
出
方
法�

　

�　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号（
市
外
在
住

で
市
内
勤
務
の
方
は
勤
務
先
、
市
内
在

学
の
方
は
学
校
名
）、
意
見
の
あ
る
ペ
ー

ジ
番
号
を
明
記
の
う
え
、
公
表
場
所
へ
直

接
提
出
、
郵
送
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル

　
※
い
ず
れ
も
10
月
30
日（
金
）必
着

●
意
見
の
取
り
扱
い�

　

�　
提
出
意
見
等
は
、
回
答
と
あ
わ
せ
て

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。
意
見
等
提

出
者
へ
の
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

「第３次甲賀市行政改革推進計画」（案）
� へのご意見募集

問
い
合
わ
せ

財
政
課
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室　
☎
６
５‐0
6
7
6
／

６
３‐4
6
5
4

koka10115000@
city.koka.lg.jp

　
持
続
可
能
な
行
政
経
営
の
確
立
を
め
ざ
す
た
め
に
「
第
３
次
甲
賀
市
行

政
改
革
推
進
計
画
」（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
内
容

を
公
表
し
、
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
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であいこうか
D E A I  K O K A

歌は私の人生

声楽家　鵜
う

飼
か い

典
の り

子
こ

さん

■ステージで歌うときに心がけていることは？
　歌を聞いてもらうお客さまに、共感していただき、「心を動かされた」
と言っていただけるように歌っています。
　そのためには、歌詞をしっかりと発音したり、スムーズな発声でメロ
ディーを美しく歌ったりという技術的な問題もありますが、そこはプロな
ら出来て当たり前。
　歌の持つメッセージや、歌詞が表現する世界が伝わるように歌うという
ことを心がけています。

■鵜飼さんにとって歌とは？
　ありきたりですが、歌は私の人生そのものです。
　子どもを育て、成長する姿を見守ること。年をとっていく両親の背中
を見ること。そういったいろいろな経験をしていくことが、歌に深みを与
えると思います。
　普段の生活の中で感じること全てが、自分の表現の引き出しにつながっ
ています。

■これからの目標は？
　一番の目標は歌い続けることです。
　実は、「歌い続ける」には結構な労力が必要です。声は年齢とともに衰
えるので、レベルを保つためには、若いときよりも一層のトレーニングを
しなければなりませ
ん。そういう意味で
は、歌うことはまるで
スポーツのようです。
　これから先も努力
を重ねて、７０歳を超
えても歌える自分であ
りたいですね。

　女声アンサンブルグループ
「ル・シャンテ」の一員として、
また、ボイストレーニング講師
として、さらに、地域の混成合
唱団「碧水」の指導者として活
躍されている鵜飼さん。20年
以上、声の世界に生き続ける
プロフェッショナルにお話を伺
いました。

4
news

1
news

　９月１２日、甲南町竜法師で秋の風物詩「瀬古の流星」
が打ち上げられました。
　瀬古の流星は、竹とヨシで作られた地域に古くから伝
わる手製花火です。忍者が合図のために打ち上げた狼
煙と伝えられ、地域の住民で作る保存会により大切に守
り継がれています。
　今年も準備された120本の流星が秋の夜空に鮮やか
な放物線を描き、集まった見物客を魅了しました。

3
news

2
news

◀
秋
の
夜
空
を
横
切
る
流
星

「山内ふるさと絵図」を創ろう
地域の記憶を絵に表す

▲山内地区の昔について話し合う参加者

▼水口宿でスタート前の記念撮影

　ふるさと絵図作成研修会が８月２７日、ふ
るさと生きがいセンター「六友館」で行わ
れました。
　「ふるさと絵図」は、集落や地域を対象
にして、そこに生きる人々の心に息づく思
い出を集めて描く、地域の「生活ものがた
り絵」です。
　この日集まった約４０人の参加者は、近
江八幡市安

あ

土
づち

老
おい

蘇
そ

地区まちづくり協議会の
方から絵図を完成させたプロセスを学びま
した。その後、風呂を沸かす薪の燃える匂
い、石臼できなこを挽く音など、五感を伴
う昔の記憶を書き出したカードをもとに山
内地区の昔の生活を振り返り、人々の記憶
を地域の宝として残す絵図創りがスタート
しました。

▶
教
育
長
か
ら
記
念
品
贈
呈
を
受
け
る
坂
さ
ん

全
国
大
会
入
賞
で
教
育
長
を
表
敬
訪
問

東
海
道
浪
漫
歩
行
2
0
1
5

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　
２
位
入
賞

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
く

　
東
海
道
浪
漫
歩
行
が
９
月
５
日
行
わ
れ
、
約
２
７
０
人
の

参
加
者
が
晴
天
の
東
海
道
を
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
石
部
宿
か
ら
土
山
宿
ま
で
の
約
30
ｋ

ｍ
と
、
今
年
新
た
に
設
け
ら
れ
た
水
口
宿
か
ら
土
山
宿
ま
で

の
約
15
ｋｍ
の
道
の
り
を
、
東
海
道
の
町
並
み
や
歴
史
を
体

感
し
な
が
ら
歩
く
も
の
で
す
。

　
運
営
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
、「
小
さ
な
子
も
参
加
で
き

れ
ば
と
思
い
、
15
ｋｍ
の
部
を
作
り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉

ど
お
り
、
完
歩
者
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
の
笑
顔

が
あ
り
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
全
国
大
会
で
２
位
入
賞
を
果

た
し
た
伴
谷
小
学
校
６
年
の
坂さ

か

玲れ
い

哉や

さ
ん

が
９
月
３
日
、
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

坂
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
自
己
記
録
は
、

７
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
優
勝
を
決
め

た
66
・
64
ｍ
で
し
た
が
、「
全
国
大
会
前
日

の
練
習
で
は
70
ｍ
を
出
せ
て
い
た
の
で
自
信

が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
笑
顔
で
当
時
の
心

境
を
語
り
ま
し
た
。

第
31
回
全
国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

�

第
２
位　
記
録
78
・
44ｍ

夜空に描く放物線
瀬古の流星
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  ま   ち   か   ど

特派員のページ

願
い
と
意
思
を
持
つ
信
楽
図
書
館 　８月27日、土山中央公民館主催の陶芸教室が開催

されました。
　約30年前から土山町大野の「土山窯」で信楽焼の
創作活動を続けられている杉

すぎ

本
もと

睦
むつ

子
こ

さんを講師とし
て、６人の方が受講されました。
　生徒の皆さんは、時間が経つのも忘れてしまうほど
作陶に集中され、一人ひとりの思いが込められた皿や
鉢などいくつもの作品が出来ました。
　完成は、窯の火入れの関係で３ケ月程先とのことで、
参加された
皆さんは心
待ちにされ
ていました。

　朝宮小学校グラウンドにおいて８月２２日、児童２８人
と朝宮学区住民１８１人による人文字「朝宮小」が描か
れました。
　朝宮小が、今年の１１月１４日に創立１４０周年を迎え
る、記念事業の一環として企画されました。
　朝宮の地で、長い歴史を刻んできた小学校に対する
思いをこめて、みんなで力を合わせて表現された人文
字は、航空写真で撮られ、１１月１日の式典で、記念品
として児童および学区民に配布されます。

　
毎
年
恒
例
の
「
み
な
く
ち
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
」

（
み
な
く
ち
自
治
振
興
会
主
催
）
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
水
口
囃ば

や

子し

の
合
同
演

奏
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
普
段
は
曳
山
保
有

町
ご
と
の
小
単
位
で
行
う
演
奏
を
、
今
年
も
参
加

し
た
約
30
人
の
小
学
生
た
ち
が
、
大
人
の
篠し

の

笛ぶ
え

を

背
に
大
小
の
太
鼓
や
鉦か
ね
で
音
合
わ
せ
。
数
日
間
に

及
ぶ
練
習
会
を
経
て
8
月
8
日
同
大
会
で
の
発
表

に
臨
み
、
大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
奏
で
る
水
口
囃
子
が
、
い
つ
の
時

代
で
も
響
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
１
日
、
甲
賀
北
保
育
園
で
、
園
児
た
ち

が
園
内
で
育
て
た
夏
野
菜
を
使
っ
て
、
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
長
の
５
歳
児
は
、
ピ
ー
マ
ン
や
な
す
な
ど

を
保
育
士
の
指
導
で
み
ん
な
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
細
か
く
切
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
別
々
の
部
屋
で
す
が
、
今
日
だ
け

は
、
広
い
遊
戯
室
で
３・４
歳
児
と
一
緒
で
す
。

　
台
風
の
影
響
で
１
カ
月
以
上
、
楽
し
み
が
お
預
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
園
児
た

ち
は
、
い
つ
も
と
は
一
味
違
う
お
昼
の
時
間
に
と
て
も
満
足
。
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

朝宮小学校創立１４０周年を祝して描いた人文字
� ［朝宮地域市民センター］

水
口
囃
子
♪
い
い
調
子
で
す
！

�

［
水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

甲
賀
北
保
育
園
で
夏
野
菜
を

使
っ
て
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

�

［
佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

陶芸教室開催
� ［土山地域市民センター］

▼みんなでカレーを食べて楽しいひととき

▲浮かび上がった「朝宮小」

▲囃子の演奏に汗を流す子どもたち

▲作品づくりに集中される生徒の皆さん

地域市民センター地域市民センター 東西南北東西南北
こうかまちかど特派員

谷
た に

井
い

　肇
は つ

子
こ

館
内
に
響
く
ピ
ア
ノ
の
音
色

　
私
が
取
材
に
行
っ
た
７
月
26
日
、15
時
か
ら「
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
河こ

う

本も
と

清き
よ

子こ

さ
ん
、
長な

が

坂さ
か

優ゆ

美み

さ
ん
、
下し

も

西に
し

淳じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
の
３

名
の
方
で
、リ
ス
ト
の
『
愛
の
夢
』
や
シ
ョ
パ
ン
の
『
別

れ
の
曲
』
な
ど
名
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
何
回
か
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
お
昼
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
初
め
て
で
す
。
図

書
館
業
務
が
通
常
ど
お
り
行
わ
れ
て
い
る
時
間
帯
、

席
に
着
い
て
鑑
賞
し
て
い
る
人
以
外
の
来
館
者
に

も
、
美
し
い
音
色
が
聞
こ
え
、
館
内
全
体
が
満
ち

足
り
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
の
意
義

　

図
書
館
の
篠し

の

原は
ら

哲て
つ

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
こ
の
白
木
色
を
し
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
、
建

物
に
合
わ
せ
て
特
別
に
作
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
図
書
館
設
立
の
際
に
、
こ
こ
が
本
の
貸
し
出

し
の
場
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
情
報
発
信
の
場
に

な
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
こ
の
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ

た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
こ
こ
で
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
お
金

を
出
し
て
プ
ロ
の
人
に
頼
む
の
で
は
な
く
、
市
民
文

化
を
育
て
る
た
め
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
づ
く

り
で
や
っ
て
い
こ
う
と
、
最
初
は
演
奏
者
の
募
集
を

か
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
信
楽

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
の
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
、ま
た
、

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
の
は
、
演
奏
者
や
図
書
館
関

係
者
の
方
な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
の
努
力
と
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

陶
器
文
化
の
根
付
く
町
で

　
信
楽
は
、
日
本
六
古
窯
の
一
つ
で
あ
る
信
楽
焼
の

産
地
で
も
あ
り
、そ
の
地
に
建
て
ら
れ
た
図
書
館
は
、

そ
の
土
壌
も
相
ま
っ
て
、
自
ら
文
化
を
育
て
る
と
い

う
願
い
と
意
思
を
持
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
生
演
奏
は
音
色
が
直
接
耳
に
聞
こ
え
、
心
に
響

き
ま
す
。
身
近
な
図
書
館
で
そ
れ
が
楽
し
め
、
豊

か
な
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
の
で
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と

の
な
い
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

▲開館時間中のお昼のコンサート

問
い
合
わ
せ

信
楽
図
書
館

☎
８
２‐０
３
２
０
／

８
２‐３
９
２
１

　
信
楽
図
書
館
に
は
平
成
８
年
、
設
立
当
初
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
フ
ロ
ア
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
不
定
期

に
行
わ
れ
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
、す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
で
、７
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
２
７
８
回
目
と
な
る
と
知
り
、

脈
々
と
続
い
て
き
た
活
動
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
、
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
信
楽
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
15
日
号
の
図
書
館
だ
よ
り
や
甲
賀

市
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、図
書
館
内
の
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
、
ピ
ア
ノ
、
リ
ュ
ー
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

や
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
、
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等 〆  申込締切  問  問い合せ先 他その他

募 集
JICA　ボランティア募集

　技術や経験を活かし、開発途上
国の人々と共に生活し、相互理解
を図りながら行う海外でのボラン
ティアです。事業主体は、国際協
力機構（JICA）が実施する政府事
業です。
応募資格
　青年海外協力隊：20歳～39歳
日本国籍を有する者

　シニア海外ボランティア：40歳
～69歳の日本国籍を有する者

受  10月1日（木）～11月2日（月）　
(消印有効）

問  独立行政法人国際協力機構
JICA関西国際センター
☎０７８−２６１−０３５２
H P  http://www.jica.go.jp

社会保障・税番号（マイ
ナンバー）制度の説明会

時  １０月６日（火）　１日２回開催�
第１回１０時～１２時（受付９時３０
分～）　第２回１３時３０分～１５時
３０分（受付１３時〜）

所  水口納税協会　３階　会議室
定  各回先着８０人　￥ 無料
問  申  水口納税協会
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

わかりやすい創業塾開催（全８回）
　創業するための準備をステップ
に沿って学べる８日間。参加者同
士の交流も。
時  １０月２６日（月）・２９日（木）�
１１月５日（木）・９日（月）・１２日
（木）・１６日（月）・１９日（木）・
２６日（木）　１９時～２１時３０分

所  甲賀市商工会（水口町水口５５７７−２）
対  創業希望の方、創業後間もな
い方、その他の方も参加可

定  ３０人（先着順）　〆 １０月１６日（金）
￥ 甲賀市商工会員 無料�
非会員 ５，０００円（初日に集金）

ン）・杉
すぎ

山
やま

佳
か

代
よ

子
こ

（フルート）・
松
まつ

山
やま

顕
あき

子
こ

（ピアノ）�
曲目／「ペールギュント」より　
朝・ハンガリー舞曲第５番・情熱
大陸・ルパン三世のテーマ・土山
町内４小学校校歌メドレー　ほか�
プレイガイド／あいの土山文化
ホール・あいこうか市民ホー
ル・忍の里プララ

問  申  あいの土山文化ホール
☎６６−１６０２／ ６６−１６０３

関西フィルハーモニー管弦
楽団ニューイヤーコンサート
2016　前売開始

　前半は地元合唱団とともに四季
折々の名曲をメドレーで、後半に
はブラームスの交響曲第１番をお
届けします。
時  平成２８年１月１７日（日）１４時３０分開演
所  あいこうか市民ホール
￥ 一般Ａ席　３,５００円、Ｂ席　３,０００円�
青少年（２５歳以下）Ａ席　２,０００円、�
Ｂ席　１,５００円（前売・当日同一料金）

他  出演／指揮：藤
ふじ

岡
おか

幸
さち

夫
お

、管弦
楽：関西フィルハーモニー管弦
楽団、合唱：かふか合唱団� �
曲目／源

げん

田
だ

俊
しゅん

一
いち

郎
ろう

編曲：ふる
さとの四季、ブラームス：交響
曲第１番ハ短調作品６８　ほか� �
前売開始日／１０月１０日（土）１０時～�
プレイガイド／あいこうか市民
ホール、アル・プラザ水口くらし
のサービスセンター、ローソン
チケット（Ｌコード55335）ほか

※全席指定、未就学児入場不可
問  あいこうか市民ホール（月曜休館）
☎６２−２６２６／ ６２−２６２５

対  市内の小学生とその保護者
定  10組20人　￥ ２人で600円
方  専用の申込用紙に記入し受講料
を添えて下記まで。

〆  10月20日（火）
問  申  信楽中央公民館
☎８２−８０７５／ ８２−２４６３

親子で秋の里山体験
時  11月8日（日）10時～15時
所  水口テクノス駐車場（水口町松
尾502−18）9時30分集合

対  小学1～3年生（保護者同伴）
定  20組　※応募多数の場合は抽選
内  自然観察・里山遊び・落ち葉か
き・焚き火・フナつり� �
活動場所／「NPO法人甲賀の
環境・里山元気会」の里山

￥ １人500円（保険・材料代等）
持  お弁当、水筒、長袖、長ズボン、
軍手、タオル、レジャーシート、
帽子、虫除けスプレー、カッパ、
お椀

わん

、お箸
はし

方  往復はがきに、①事業名、②
郵便番号・住所、③電話番号、
④参加者全員の氏名、ふりがな、
性別、生年月日、年齢、⑤アレ
ルギーの有無、内容を記入の
上、下記まで。（１世帯１枚）

〆  10月16日（金）必着
問  申  甲南青少年研修センター　
〒５２０−３３２１　甲賀市甲南町
葛木８７５番地
☎８６−８１５１／ ７０−３３６６

音楽の散歩道
～秋の午後　音とうたうひととき～

　聞きなじみのある曲で綴る　秋
のひととき…学生時代を共にした
仲間が、しっとり　優しく　楽しむ
“和みの時間”を贈ります

時  １１月１５日（日）１４時～（１３時３０
分開場）

所  あいの土山文化ホール
￥ １，０００円（小学生以上有料・全席自由）
他  出演者／秋

あき

月
づき

孝
たか

之
ゆき

（トランペッ
ト）・片

かた

山
やま

千
ち

津
づ

子
こ

（ヴァイオリ

催 し
ふれあい親子陶芸教室

　自分だけのオリジナル陶器を
作ってみませんか？
時  １０月２４日（土）１０時～１２時
所  甲南ふれあいの館
定  ２５人（先着順）
￥ 大人・中学生　５００円　�
小学生以下　４００円　� �
※材料費含む

問  申  甲南ふれあいの館（１０時～
１７時）※月火休館
☎・ ８６−７５５１

親子ふれあい講座
「イス」をつくろう

時  １０月２４日（土）１３時３０分～１５
時３０分

所  土山中央公民館
対  市内在住の小学生とその保護者
定  先着１５組　￥ ７００円
方  チラシの申込用紙に必要事項を
記入のうえ下記まで。� �
チラシ設置場所／各中央公民館

〆  １０月１５日（木）
問  申  土山中央公民館
☎６６−０１５８／ ６６−０１５８

小学生のための国際理解講座
ハロウィンパーティー

時  10月25日(日)15時～17時
所  忍の里プララ　対  小学生
定  130人　〆  10月14日(水)
問  申  甲賀市国際交流協会
☎６３−８７２８　 詳細は電話にて

親子食農講座
野菜の収穫と料理体験

時  10月31日（土）9時30分～14時30分
所  黄瀬営農組合の畑・黄瀬交流館
「さらら」

内  自分で収穫した野菜を使ってサ
ツマイモピラフやブロッコリー
のサラダ、キャベツのスープな
どを作ります。

〆  １０月３０日（金）まで
問  申  甲賀観光未来会議事務局
（甲賀市観光企画推進室内）� �
〒５２８－８５０２　甲賀市水口町
６０５３番地
☎６５−０７０８／ ６３−４０８７

お知らせ
家賃を最大２万円補助します

対  民間の賃貸住宅入居者で市営
住宅入居基準等を満たす方

受  １０月１日(木)～１０月１５日(木)�
募集案内や申込書は、１０月１
日から住宅建築課で配付します。
（市ホームページからもダウン
ロード可）　定  １2件（予定）

問  住宅建築課　公営住宅係
☎６５−０６０９／ ６３−４６０１

相 談
税理士による税務相談

時  １０月１４日（水）１３時３０分～１６
時３０分（受付１６時まで）

所  水口納税協会　３階　会議室
定  予約制で先着６人（１人約３０分）
￥ 無料　※要申込
問  申  水口納税協会
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

他  主催／甲賀市商工会・湖南市商工会
問  申  甲賀市商工会
☎６２−１６７６

普通救命講習Ⅰ受講者募集
時  １１月２１日（土）９時～１２時（受付
８時３０分）

所  甲南情報交流センター　忍の
里プララ（甲南町竜法師６００）

内  心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法など
対  中学生以上　〆  １１月１５日（日）
定  ３０人程度（先着順）　￥無料
方  電話または来署
問  甲賀広域行政組合甲南消防署救急係
☎８６−３１１９／ ８６−０７１９

甲賀ブランド認定審査のご案内
　「甲賀ブランド」として認定する
地域産品を募集。詳細は、市ホー
ムページまたは問合先まで。
認定対象：一次産品、加工品およ
び工芸品、有形・無形文化財、自
然および景観、伝統的建造物など
対  市内に住所（法人、その他の団体
にあっては主たる事業所の所在地）
を有している事業者および個人

方  所定の様式に必要事項を記入
の上、募集期限までに観光企
画推進室へ郵送または持参。

￥ 審査無料　※認定された場合、
登録料等の経費が必要

問い合わせ

水口税務署　個人課税部門　☎６２‐０３１４（代表）　※自動音声によるご案内。

　平成２６年１月から個人で事業や不動産貸付等を行う方は記帳と帳簿
書類の保存が必要です。

水口税務署からのお知らせ

●記帳説明会
開催月日 時間 場所 講師

10月27日（火） 10時～12時
14時～16時（全４回）

水口納税協会（税務署のとなり） 税理士10月28日（水） 湖南市商工会（サンライフ甲西）
 どなたでも参加できます。ぜひお越しください。
●決算説明会

開催月日 時間 場所 講師
12月2日（水） 10時～12時

14時～16時（全４回）
水口納税協会（税務署のとなり） 税理士12月3日（木） 湖南市商工会（サンライフ甲西）
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催 し
うしかい田んぼアート稲刈り体験会

時  １０月３日（土）１０時～１２時ごろ（小
雨決行、荒天時４日（日）に延期）

所  水口町牛飼区田んぼアート
￥ ２００円（おにぎり・お茶代）事前
申込不要

持  長袖、長ズボン、帽子、タオル、軍手、
長靴、稲刈カマ（お持ちの方のみ）

※昼食として、地域で収穫された
新米おにぎりが用意されます。

問  観光企画推進室
☎６５−０７０８／ ６３−４０８７

紫香楽宮「都あかり」
　４０００個の信楽透光陶器にあか
りを灯し、６万球のイルミネーショ
ンと合わせてかつての紫香楽宮を
再現します。
時  １０月１０日（土）～１２日（月・祝）
各日１７時～２１時

所  甲賀寺跡、隼人川みずべ公園、
宮跡（宮町区）

※駐車場には限りがあるため、な
るべく公共交通機関をご使用く
ださい。（信楽高原鐵道紫香楽
宮跡駅下車１０分）

他  足元が暗いため、懐中電灯を持
参ください。

問  紫香楽宮観光振興プロジェクト実行
委員会事務局（観光企画推進室内）
☎６５−０７０８／ ６３−４０８７
H P  http://shigarakinomiya.
kakurezato.com/

子専門学校長　長
なが

良
ら

秀
ひで

昭
あき

さん
￥無料
※手話通訳　託児あり
問  水口中央公民館内　甲賀市人
権教育推進協議会水口支部
☎６２−０４８８／ ６２−３３３８

ポールウォーキング教室
時  10月17日（土）10時～16時
内  ポールウォーキングの基本姿勢
や歩き方を初歩から学び、バ
ター作りを体験します。

他  コース：信楽地域市民センター
～山田牧場の往復約12km

対  市内在住・在勤・在学の18歳
以上の方、ポールウォーキング
に興味のある方

定  先着20人　
〆  10月13日（火）
持  弁当、雨合羽、参加料800円
※詳細は各体育館に設置の案内
チラシをご覧ください。

問  申  文化スポーツ振興課
☎８６−８０２３／ ８６−８３８０

平成２７年度こうか商工まつり
時  １０月１８日(日)１０時～１６時（小
雨決行）

所  鹿深夢の森
内  市内企業紹介、展示即売、飲
食模擬店、ステージイベント
（キャラクターショー）、第１３
回青年部わんぱく相撲、もちま
き、抽選会ほか

問  甲賀市商工会
☎６２−１６７６／ ６３−１０５２

秋季企画展
甲賀がうんだ明治の書家　巖谷一六
─初公開！一六日記と書簡─

　明治三筆の一人、巖
いわ

谷
や

一
いちろく

六の日
記を初公開します。
時  10月10日（土）～12月9日（水）
※木・金休館� �
　開館時間　10時～17時

所  水口歴史民俗資料館　第２展示室
￥ 大人150円　小中学生80円
問  水口歴史民俗資料館
☎６２−７１４１／ ６３−４７３７

おもてなし条例制定
記念イベント開催

　「条例」の制定を記念し、市民
や観光客の皆さまに、信楽焼の器
で甲賀のお茶を味わっていただく
イベントを開催します。
時  １０月１０日（土）１０時～１５時
所  滋賀県立陶芸の森
内  お茶の試飲の他、甲賀の茶・
地酒、信楽焼の即売会

問  商工政策課
☎６５−０７０９／ ６３−４０８７

『かふか人権の集い』inみなくち
〜はっと気づき ほっと心なごませ
すっと行動に移せる〜

時  １０月１０日（土）１３時３０分～１６時
（１３時受付）

所  碧水ホール
内  第１部：よし笛の演奏とトーク　
～琵琶湖の願いをよし笛にのせ
て～　近

こん

藤
どう

ゆみ子
こ

さん�
第２部：講演～学校という枠に
入れない生徒たち～　水口女

催 し

一般教養講座
土山の歴史を訪ねる

時  １０月１７日（土）１３時～１６時
所  土山中央公民館　定  先着２０人
対  市内在住・在勤・在学の２０歳
以上の方　〆  １０月９日（金）

￥ ２５０円（コミュニティバス代）
方  チラシの申込用紙に必要事項を
記入のうえ下記まで。� �
チラシ設置場所／各中央公民館

問  申  土山中央公民館
☎６６−０１５８／ ６６−０１５８

信楽中央病院　健康塾
時  １０月２１日（水）１４時～１６時
所  信楽保健センター　２階
内  講座　膝・腰痛「あいたたた…」
から解放されよう！

定  約２０人　講  病院スタッフ　他
〆  １０月９日（金）　￥ 無料
問  申  信楽中央病院
☎８２−０２４９／ ８２−３０６０

平成27年度市民協働事業
～学齢期の母親サポート事業～

「Ｔ
つ な が る

ＵＮＡＧＡＲＵ会２０１５」
第５回「野菜いっぱい時短メニューを作ろう」
時  １０月２１日（水）１０時３０分～１２時３０分
所  柏木小学校　￥ ５００円
対  小学生のお子さんを持つ親
定  ２０人　※定員になり次第、受付終了
持  エプロン、三角巾（代わるもの
でも可）、お茶

問  申  こども応援課子育て支援係
☎８６−８４２３／ ８６−８０２９

創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200
あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　10月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
4 日 8:30～16:00 近畿選手権【成人・軟式】

10 土 8:30～17:00 東日本震災復興支援事業　第3回甲賀・湖南学童軟式野球大会【小学生】

11・12・17・24 日・月・土 9:00～17:00 東日本震災復興支援事業　第3回甲賀・湖南学童軟式野球大会【小学生】

16 金 8:30～17:00 秋季総合体育大会　ブロック大会【中学生・軟式】

25 日 8:30～17:00 第45回関西秋季大会【中学生・硬式】

31・11/1 土・日 8:30～17:00 滋賀県中央合同大会【中学生・軟式】

多目的グラウンド　10月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
2・（3） 金・(土) 8:00～17:00 第１８回かんぴょうの里杯親善ゲートボール大会(３日予備日)

3・（6） 土・(火) 9:00～14:00 市協会レディス交歓グラウンド・ゴルフ大会(６日予備日)

4 日 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ【高校生・サッカー】

9・（13） 金・(火) 9:00～13:00 いきいきクラブグラウンド・ゴルフ大会(１３日予備日)

１５・(１６) 木・(金) 8:30～17:0 第１８回秋季ゲートボール大会(１６日予備日)

16 金 8:30～18:00 第４ブロック秋季総合体育大会【中学生・サッカー】

17 土 9:00～17:00 ヤマトタケルリーグ【中学生・サッカー】

18・（20） 日・(火) 9:00～16:00 県協会レディース交歓大会グラウンド・ゴルフ大会(２０日予備日)

24・29 土・木 8:30～17:00 秋季高校総体サッカー競技

31・１１/２ 土・(月) 9:00～16:00 市長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会(１１/２予備日)

陸上競技場　10月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
3 土 8:30～15:00 ブロック記録会【中学生・陸上競技】

4・17・18・31 日・土 9:00～17:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会《個人使用可》

7 水 8:30～17:00 第11回甲賀市小学校陸上記録会

10 土 8:30～17:00 第12回甲賀市民体育大会　2部【陸上競技　小学生・マスターズ】

11 日 8:30～17:00 第12回甲賀市民体育大会　1部【陸上競技　中学生・高校生・一般】

24 土 9:00～17:00 第2回滋賀マスターズ研修大会

9月28日～ 10月23日まで冬芝養生期間につきサッカー等使用禁止

年間予約していない一般利用者のための確保日（1月分）のお知らせ 1月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 陸上競技場 締切日 １０月２５日（日）

１月９日（土）・１１日（祝） １月２３日（土）・２４日（日） １月２４日（日） 抽選日 １１月１日（日）

水口スポーツの森へ行こう　10月の催し

みなくち子どもの森 催し案内
「しぜんさんぽ（自然散歩）」
日時／10月17日（土）14:00-15:00
場所／みなくち子どもの森
対象／幼児から大人まで
参加費／無料
申込／不要（ただし定員15人）

「野鳥クラブ（野鳥観察）」
日時／10月3日（土）9:00-12:00
場所／みなくち子どもの森
対象／大人向け（小学高学年以上可）
参加費／無料
申込／2日（金）までに下記へ

問  申  みなくち子どもの森自然館 　☎ 63-6712 ／ 63-0466

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

16平成 27年 10月1日17 平成 27年 10月1日



「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

問い合わせ

甲賀広域行政組合消防本部　☎63-7930／ 63-7940

火災 救急 救助 その他

甲賀市 38件 2380件 44件 113件

前年比 +5件 ▲77件 ▲2件 +2件

平成27年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （8月末現在）

『わが家の防火対策』
　毎年約2万5千件もの建物火災が発生し、
その中で最も多いのが住宅火災です。
　火災はちょっとした気のゆるみや不注意か
ら発生することが多いものです。
　暮らしの中で習慣づけていただきたい
チェックポイントをまとめました。

①家の周りに燃えやすいものを置かない。
②寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。
③調理中は、コンロから離れない。
④たき火はやめましょう。
⑤電気器具は正しく使いましょう。
⑥�ライターやマッチを子どもの手の届く場所
に置かない。

　

甲
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
27
年
2

月
28
日
付
け
で
、
有
形
文
化
財
4
件
を
指

定
し
、
こ
れ
に
よ
り
市
指
定
文
化
財
の
総
数

は
1
4
3
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
貴
重
な
文
化
財
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月

末
か
ら
こ
れ
ら
新
指
定
の
文
化
財
を
紹
介
す

る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
こ
こ
で
は
土
山
町
平
子
の
佛ぶ

っ

性し
ょ
う
寺じ

木
造
十
一
面
観
音
立
像
の
ご
紹
介
を

し
ま
す
。

　

こ
の
仏
像
は
、
平
子
集
落
東
方
の
山
中

に
建
つ
佛
性
寺
本
堂
に
、
本
尊
と
し
て
安

置
さ
れ
て
い
た
像
高
１
１
１
セ
ン
チ
あ
ま
り

の
像
で
、
今
回
初
め
て
一
般
に
公
開
さ
れ

ま
す
。

　

引
き
締
ま
っ
た
目
鼻
立
ち
に
、
抑
揚
の
あ

る
衣
の
彫
り
方
、
像
の
大
半
を
丸
彫
り
し
た

一い
ち

木ぼ
く

造
り
の
技
法
に
平
安
時
代
中
期
の
特

徴
が
よ
く
表
わ
れ
て
お
り
、
野
洲
川
上
流
域

で
は
屈
指
の
古
像
で
す
。

　

指
定
を
受
け
た
文
化
遺
産
は
、
い
ず
れ
も

今
日
ま
で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
、
か
け
が

え
の
な
い
地
域
の
宝
で
あ
り
、
ま
ち
の
歴
史

を
物
語
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

気
候
も
さ
わ
や
か
な
こ
の
時
期
、
甲
賀
市

の
豊
か
な
文
化
財
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
の
「
宝
」
を
再
発
見
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

新
た
に
文
化
財
指
定

�
し
た
地
域
の
宝

  

甲
賀
の
文
化
財

問
い
合
わ
せ

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６‐１
０
５
６
／

６
６‐１
０
６
７

◎
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
秋
季
企
画
展

　「
甲
賀
市
新
指
定
文
化
財
展
」

　

期�
間　

10
月
24
日（
土
）～
12
月
13
日

（
日
）〈
月
・
火
、
11
月
1
日（
日
）

休
館
〉
※
入
館
無
料

　

開
館
時
間　

10
時
～
17
時

◎
あ
い
こ
う
か
歴
史
塾　

企
画
展
関
連
講
演
会

　

�「
甲
賀
の
仏
像
―
佛
性
寺
木
造
十
一
面

�

観
音
立
像
と
そ
の
周
辺
―
」

　

日�

時　

12
月
5
日（
土
）14
時
～
15
時
30
分

　

場
所　

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
会
議
室

　

講�

師　

髙た
か

梨な
し

純じ
ゅ
ん

次じ

氏（
秀
明
文
化
財
団

参
事・市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　

受
講
料　

３
０
０
円　

※
申
込
不
要

▶
木
造
十
一
面
観
音
立
像　
平
安
時
代　
佛
性
寺
蔵

�

（
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）

問い合わせ

国勢調査コールセンター　☎0５７０-０７-２０１５
ＩＰ電話の場合　☎０３-４３３０-２０１５
国勢調査甲賀市実施本部（総務課）　☎６６-１３７０

問い合わせ

国土交通省　近畿地方整備局
滋賀国道事務所調査課　☎077-523-1741

１０月１日は
何の日
でしょう？

もう記入はお済みですか？
記入いただいた調査票は、郵送提出用封筒で
郵送いただくか、回収に伺った調査員にお渡し
ください。

答えは、
「国勢調査の調査期日」
� です。

　国土交通省では、都道府県、政令指定市および高速
道路会社と連携して、９月～１１月にかけて、全国道路・
街路交通情勢調査を実施します。
　交通情勢調査は、昭和３年から概ね５年毎に実施して
いる全国的な規模の調査であり、道路と道路交通の実
態を把握し、道路の計画、建設、管理などについて基
礎資料を得ることを目的とし、道路の状況調査や自動
車をお持ちの方を対象にしたアンケート調査による、自
動車の利用実態に関する調査を実施します。
　なお、アンケート調査は、自動車をお持ちの方の中
から無作為に抽出されたご家庭に調査票を配布します
ので、調査へのご協力をお願いします。

『全国道路・街路交通
� 情勢調査のお知らせ』
～自動車の利用実態に関する調査～
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甲賀市の人口の推移

総数 ９２，４５９ （－２６）人

男 ４５，９３２ （－２9）人

女 ４６，５２７ （＋３）人

世帯数 ３４，１４４ （＋２８）世帯

H27.8.31 現在　（ ）内は前月比

１０月の延長窓口は６日、１３日、２０日、２７日です。

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民センターで、戸籍・
住民票・税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる
内容については下記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　☎ 65‐0683 65‐6338

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。

自然保護のため、この広報紙は再生紙および石油系成分の
少ない植物油性インキを使用しています。
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うみのゆうびんかたつむり
柏木小学校　2年　山

やま

中
なか

里
り

桜
お

さん

宇宙の未来形遊園地
甲南第一小学校 ４年　本

ほん

夛
だ

まどかさん
ちからをあわせてがんばろう

油日にこにこ園　５歳　くま組

■
ト
ラ
ッ
ク
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

　
新
車
の
ト
ラ
ッ
ク
購
入
時
に
併
せ
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
ト
ラ
ッ
ク
に
搭

載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
配
送
中
や
納

品
先
、
さ
ら
に
運
行
上
起
こ
り
う
る
状
況
に
お

い
て
必
要
と
す
る
際
に
も
対
応
で
き
ま
す
。
ま

た
、
い
ざ
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
き

ち
ん
と
活
用
で
き
る
た
め
に
、
全
従
業
員
が

心
肺
蘇
生
法
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

■
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
受
講

　
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
企
業
を
め
ざ
し
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し

た
。
市
内
で
物
流
会
社
と
し
て
受
講
し
た
の

は
、当
社
が
初
と
な
り
ま
し
た
。「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
は
、
自
殺
の
危
険
が
あ
る
人
に
対
し
、

適
切
に
対
応
で
き
る
人
の
こ
と
で
す
。
そ
の

役
割
は
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
に
気
づ
き
、

声
を
掛
け
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る
こ
と
で
あ
る
と
講
座
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　当社は、物流のプロとして高度な輸送システムを追求し、企業活動を通じて地域
貢献したいという思いがある物流会社です。甲賀市が認証取得をめざすセーフコミュ
ニティの取り組みのひとつである「ゲートキーパー養成講座」を、地域とともに発展を�
めざす企業として地元公民館で受講しました。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

お話を伺った野島営業係長

ゲートキーパー養成講座を受講する従業員

セーフ
コミュニティこうか
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